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図６ 振り返り項目③ 共起ネットワーク分析図５ 振り返り項目③ 対応分析
最後に、Ｃ（学生のオンライン授業への適応度が下位）では「合わせる」「決める」に近接
している。これは「保育指導案をグループで検討する」際に、「連絡を取り合う時間や都合を
合わせることが難しい」、または「一つの案として決定することが難しい」という記述が中心
的であった。つまり、チャットなどを利用してオンデマンド型の議論によって保育指導案を構
築することも可能であるが、Ｃの学生達はSNSのような即時応答を期待していたのか、ある
特定の時間に議論をすることを前提としていたため、グループメンバーの時間調整が必要となっ
てしまったことが背景にあると考えられる。そのため、オンデマンド型のオンライン授業の利
点を十分に感得できなかったため、このような記述になったと想定できる。
共起ネットワーク分析においても、学生のオンライン授業への適応度の違いによって、共起
される語句に違いが見られた。なかでも、この保育指導案の作成に関しては、ＡとＢ、ＢとＣ
ではともに共起する語句が見られるが、ＡとＣにおいては両者がともに共起する語句が見られ
なかった点が特徴的だといえる。つまり、ＡとＣでは、今回のオンライン授業の形式によって
グループで取り組む保育指導案の作成に関して、記述したテキストには質的な違いがあると指
摘できる。
それは、Ｃにおいて、保育指導案の作成に関して、「LINE」「話し合い」「パソコン」といっ
た語句に代表されるように、課題の外部的な要素に注目している一方で、Ａにおいては「考え
る」「意見」などのように、課題の内容にまで踏み込んでいると考えられる語句との共起が見
られる。そのことは、まさしくオンライン授業への適応度という形で表れていると言えるが、
オンライン授業の形式への親和性が、授業内容への取り組み姿勢にまで影響を及ぼしている可
能性があることが窺える。これは、今後のオンライン授業における学生支援の在り方について、
その方向性を示唆する結果だといえる。
まとめ
今回は、新型コロナウイルス感染症対策下における実習指導の在り方を模索し、オンライン
における保育指導案のグループでの作成について、その学習効果について分析をおこなった。
前述の通り、学生たちが実際に大学に登校し、教場において学習活動をおこなうという対面
授業の形態について、我々はこれまで当然の前提条件として、そして、自明の理として受け取っ
ていたため、再考するような事態が発生するとは夢想だにしていなかった。
しかし、新型コロナウイルス感染症の脅威により、その前提条件が覆され、授業デザインに
ついて再設計をする必要性に迫られた。さらに、国内の大学が長期的にオンライン授業を継続
し、学生らの大学への入構が制限される事態が続いたため、そもそも「大学の授業とは何なの
か」という根源的な問いについても考えざるを得ない状況となった。多くの議論が起こり、意
見の対立も生じていることが報道やSNSによって伝えられている。
ただ、我々教職員が何よりも重視しなければならないのは、学習者である学生の生命の安全
と学習機会の保障である。社会的な状況によって、当該学生に不利益が生じないようにするた
めに最善の選択をする必要がある。
本論で取り上げた「保育実習指導Ⅱ（保育所）」に置き換えて考えるならば、学生の生命の
安全を保障するためにオンライン化が前提条件として設定される以上、その授業形態に即して、
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最も高い学習効果が得られる授業デザインを模索し、採用することが求められるということで
ある。確かに、これまでの対面授業での在り方と比較した場合には、その学習効果についても
多くの議論が生じる可能性がある。しかし、そもそも社会的な状況によって制限が生じる以上、
選択することが不可能な授業形態との比較による議論は不毛である。「～だったならば」「～が
できれば」という仮定の議論に時間を割くのではなく、実現の可能性が高い事柄についてのみ
議論を集中させる必要がある。その結果として本論の場合では、「保育実習指導Ⅱ（保育所）」
における模擬保育の実践の割愛と、チャットによるグループでの議論を通した保育指導案の作
成の設定という授業デザインの採用であった。
加えて、本論のテキスト分析からも窺えたように、学習者の状況によりオンライン授業とい
う学習機会への捉え方が大きく異なることが明らかになった。言い換えれば、オンライン授業
の特性を積極的に捉えることができ、その学習形態による恩恵を享受できる学習者と、そうで
はない学習者との間に、すでに格差が生じているということである。
おそらく、この状況は対面授業においても生じていたことだといえる。しかし、対面授業の
場合は、学習者同士、学習者と教員が同一空間で学習活動を行うため、学習者の状況を把握し
やすい面もある。また、対面授業における研究の蓄積が十分にあるため、それらの知見を活か
した問題解決が可能である。
一方で、オンライン授業については、工学系や情報系において研究が進められてきたものの、
今回の社会的な状況により半ば強制的に構築せざるを得ない状況になった。そのためにオンラ
イン化の歴史が浅い学問領域においては、生じた混乱や戸惑いが、そのまま学習者の状況にも
反映していると指摘できる。学習者の支援の在り方について、早急に研究知見を蓄積しなけれ
ばならないと状況である。
今回の社会的状況が与えた教育・学習機会への影響は非常に大きい。また、それは保育・幼
児教育、小学校、中学校、高校、大学などの特性によって状況は大きく異なり、その対応も千
差万別である。加えて、現在の状況が短期間で劇的に改善するとは考えられないため、オンラ
イン化を含めた対応を続けざるを得ない可能性が高い。そのためにも、過去の人間が経験して
きた大きな社会的状況の変化への対応について知ることと、現在の我々が利用できる技術を十
分に活用することの２点が重要である。この２点によって、現在の状況を乗り越えられる可能
性を高めていきたいと考えている。
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